

































































































































9月 45件 20 2.25件
10月 17件 20 0.85件
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図ｇアクセスする場所
③保護者の感想、要望
感想の中では、普段の子どもの自然な様子
がわかるという回答が最も多かった（図
10）。「参観日では自分の子どもを中心に自
分の視点で見ていましたが、また違ったとこ
ろを見ることができました」「子どもが話し
てくれる園の話がよりわかる」「家では園の
様子をあまりしゃべらないので助かります」
「送迎だけではわからない様子を見ることが
できる」というような意見に代表されるよう
に。園の様子を知ってもらうた腱めには効果的
だったと考えられる。しかし、やはり、職員
と同様に画像が適切に挿入されていないこと
が挙げられている。各学年の投稿にばらつき
があったことから、「各学年平均的に掲載し
てほしい、学年ごとに分けて掲載してほし
い」という意見も出されている。しかし、中
年
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図７アクセス頻度
②アクセス時間帯と場所
ｌアクセスする時間帯と場所も保護者にアン
ケート調査した（図８）。
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普段の子どもの椴干がよくわかる
写又がうまく拡大されない
ブログをつくっている先生の負担が心配
育友会の情報も投稿したらいい
項目を分けてほしい(クラス毎など）
ＰＣを見られる人とそうでない人の蓬が心配
保獲者の１W鯛交換や保腹者からのｺﾒﾝﾄも入れられるように
予定表も入れてほしい
もっと地域の人や他者の方々に知ってもらった方がいい
あっさりしているので､もっと既み物的に
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図１０保護者の感想、要望
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②今後期待する内容
今後期待する投稿内容として、保護者はや
はり、保育の様子が多かった（図12）。しか
し職員は保育の様子だけでなく、育友会活動
や保護者のサークル活動についても投稿でき
ればよいと考えていることがわかった。
保護者からの感想、要望の自由筆記の中に
は「トラックバックは必要ないと思います
が、コメントは入れても良いのでは？と思い
ます。行事のあとなどに先生方にお礼をお伝
えしたい時があります」「父兄の意見交換の
場があればさらによいのではと思います」と
いう記述もあった。単に園からの情報発信の
場ではなく、情報交換の場として期待されて
いると考えられる。
には「全学年の様子がわかり、我が子も来年
はその次はこの様な活動が出来るようになる
のかと思いながら楽しんでおります」とある
ような視点の意見もあった。
さらには、「ＰＣを閲覧できる環境にある人
とそうでない人のギャップが生じる情報の公
開は留意しなければいけないので難しいと思
いました」という意見もあった。ネットワー
クにつながったＰＣがないと回答した家庭もア
ンケートでは7件見られた。日常的にＰＣを開
く環境でない家庭も多いので、デジタルデバ
イトを防ぐ工夫として、紙面での公開や送迎
時にパソコンを閲覧できるようにするなどの
配慮が必要であると考えられる。
（３）Weblogの内容
①Weblogの内容
Weblogの内容を分析した結果、遊びについ
ての投稿が9,10,11月共に多かった(図11)。
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図１２今後期待するWeblogの内容1０月
９月
７．結論と課題
以上の考察の結果、次のことが明らかになっ
た。
①幼稚園Weblogは、園での子ども達の姿を保護
者に伝えたり、あまり幼稚園の行事に参加で
きない父親も閲覧したりすることができ効果
的である。
②Weblogの操作は、比較的容易なので頻繁な更
新は可能であった。しかし、画像の挿入が現
在、障害となっている。また、幼稚園の特徴
上写真を毎日撮影することは難しい状況であ
る。この問題に対しては、保護者に理解を求
めたり、週に１回まとめて投稿したりするな
どの工夫が必要である。
③Weblogは試行段階では園からの情報発信が目
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図１１Weblogの内容
９月は運動会の練習をかねた行事の準備が多
かった。行事の準備も幼稚園では遊びの中で行う
ことが多いことを考慮すれば、全体の６６％が遊
びについての内容であったことがわかる。安全、
健康指導も全体では10％を占めている。これは安
全、健康指導の場合はＴＴで行うことが多いので
写真も撮りやすく投稿が容易になると考えられ
る。また育友会活動についても11％で予想よりも
高い。幼稚園では育友会活動が盛んに行われてい
るのでそれを他の保護者にも伝えようとする職員
の意識の表れだと考えられる。
3６金沢大学教育学部教育工学研究･実践研究 第32号平成18年
的だったが、情報交換の場としても期待され
’ている。
④保護者間のデジタルデバイトを防ぐために、
紙ベースでの情報発信や、直接コミュニケー
ションの場も欠かせない。
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附記
本論文は金沢大学教育学部附属幼稚園中
野淳子教諭の実践研究である。園に関する運
営、Weblogの運用や内容については、園長
（平成14～17年度）である大久保英哲が責任
を有するが、本研究の業績はひとえに中野淳
子の手に帰するものであることを明記した
い。（大久保英哲記）
